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新型コロナワクチン予防接種の普及にはワクチンは効果があるという認識や 

自分が予防接種を受けることで他者も守るという思いが重要 

-全国の 20-79 歳の男女 3,000 人のうち 2021 年 1 月時点で接種を希望する者は 62.1%- 

―COVID-19 アウトブレイク時における一般市民の予防行動に関する研究結果⑧― 

【概要】 

⚫ 2021 年 1 月 14 日に日本全国の 20 歳から 79 歳の市民 3,000 人（性別、年齢、居住地

域の構成割合が人口推計と一致するように対象者を抽出）を対象に COVID-19 ワクチ

ンに関する考えについてインターネット調査を実施しました。 

⚫ ワクチンが接種可能になったら接種を希望すると回答した者は 62.1%でした。 

⚫ 女性や若年者、低所得者では接種を希望する人が少ないことが明らかになりました。 

⚫ また、ワクチンは効果があると認識していることや、自分が予防接種を受けることで他

者も守るという思いが高いことは、ワクチン接種を希望することと強く関連していま

した。 

⚫ COVID-19 ワクチン接種を普及する上で、これらの要因を考慮した啓発活動が重要で

ある可能性が本研究で示されました。 

 

東京医科大学 公衆衛生学分野町田征己助教らの研究チームは、日本全国の 20-79 歳の男

女 3,000 人を対象に、新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）ワクチンに関する考

えについてインターネット調査を 2021 年 1 月 14 日に実施しました。その研究成果が 2021

年 3 月 3 日に国際医学雑誌 Vaccines オンライン版で発表されました。 

 

【研究内容の要約】 

 COVID-19 の世界的な流行の打開策として期待されているワクチン接種が国内でも医療

従事者を中心に開始されています。今後、一般市民の予防接種も段階的に開始となる予定で

すが、その際に問題となる可能性があるものとして「ワクチン忌避」1)があります。ワクチ

ン忌避とは、予防接種が受けられるにも関わらず、受けることを躊躇する、あるいは拒否す

ることで、予防接種の摂取率を高くすることが世界的な課題となっています。本研究は

COVID-19 ワクチンに関する市民のワクチン忌避とそれに影響する要因を明らかにするこ

とを目的に行われました。 

  回答者のうち 62.1%が、ワクチン接種が可能になった際に予防接種を「とても受けたい

と思う」あるいは「やや受けたいと思う」と回答しました。多変量解析の結果では、女性や

若年者（20-49 歳の者）、低所得者では接種を希望する人が少ないことが明らかになりまし

た。 

https://doi.org/10.3390/vaccines9030210
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また心理的要因としては、自分が COVID-19 に罹る可能性が高いと思っている、COVID-

19 が深刻な病気だと思っている、ワクチンは効果があると思っている、自分が予防接種を

受けることで他者も守る（※）という思いがあることが、接種を希望することと関連していま

した。特にワクチンは効果があると思っていることと、自分が予防接種を受けることで他者

も守るという思いがあることは他の要因よりも強い関連性が有り、予防接種を受けるかど

うか判断する上で重要な要素になっていることが明らかになりました。 

 本研究により、COVID-19 ワクチンの接種希望者の割合は性別、年齢、収入によって異

なることや、様々な心理的要因が判断に影響を与える中で、特に、ワクチンは効果があると

思っていることと、自分が予防接種を受けることで他者も守るという思いがあることの 2 点

が重要であることが明らかになりました。性別、年齢、収入によって接種希望者の割合が異

なることの背景には、今回の研究では明らかにできなかった様々な心理的要因や社会的背

景があると考えられますが、これらの方々に積極的な普及啓発を行いワクチン接種希望者

を増やすことは、国民全体のワクチン接種率を高める上で重要と考えられます。また、普及

啓発を行う上では、ワクチンの効果についてと、自分が予防接種を受けることで、他者を守

ることもできるということを啓発することが特に重要と考えられます。 

 図 1. 社会統計学的要因別の COVID-19 ワクチン接種希望者の割合 
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図 2. 心理的要因とワクチン接種希望との関連 
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注釈： 

（※）ワクチンの効果にはワクチン接種によって個人の免疫機能を高めて感染症を発症す

る可能性を下げる直接効果と、ワクチン接種率が高まることで集団免疫を獲得し、ワクチン

を摂取していない人が感染するリスクも下げる間接効果があります。間接効果は、新生児や

アレルギーがある人などワクチン接種が出来ない人たちを守る重要な役割を果たします。 
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その他の新型コロナウイルス感染症に関する当分野の研究結果 

研究結果①：感染予防行動のうち「目鼻口に触らない」の実施率が最も低い 

研究結果②：予防行動に関する行動変容は男性と低所得者で少ない 

研究結果③：COVID-19 アウトブレイク下において 風邪症状のある労働者の多くが十分

に自主隔離できていない 

研究結果④：COVID-19 パンデミック下においても マスクを正しく使用している者は少

ない ∼マスクマネジメントに関するさらなる啓発が求められている∼ 

研究結果⑤：新型コロナウイルスの流行下で一般市民のメンタルヘルスは悪化した  ∼

悪化したのは特に低所得者、呼吸器疾患を抱える者だった∼ 

研究結果⑥：日常生活での手洗い回数は 1 日 10 回では不十分 

研究結果⑦：低所得者のメンタルヘルスは感染者が減少してもすぐには改善しない 
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